
焼き」E；がるまで20塒覆ヲ

　人は、太古からゴニになじんできた。…日畑を耕し、器を

つくった。

　今Eヨー幼子はり日中あきもせず、泥んこになりなが

ら無心に土と戯れる。それは自己表現、限りない創造性。

　プラスチック食器、アスファ／レトの道路、コンクリー

トの厚い壁……。ともすれば士の感触さえ貝失う。

　私たち大人も、もう一度土に駐れる必要があるのでは

ないだろうか。

　自分の手で土をこね、丹精込めてつくった花びん。世

界でたった4つしかない手づくり陶芸。

　のま、窯に入れる。焼き上がるまで20時間。
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．
地
で
竜
巻

、
3
瓦
、

蘇鍮羅（財

砕
け
る
ガ
■
7
ス

　
台
風
1
3
号
の
影
響
で
発
生
し
た
竜
巻
で
、
被

害
を
受
け
た
か
た
が
た
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
市
長
　
　
宮
本
　
増
雄

住
宅
9
3
戸
に
被
害

　
八
月
三
十
一
日
、
午
前
五
時
二
十
三
分
ご
ろ
、
日
向
灘
沿
岸

で
竜
巻
が
発
生
、
財
光
寺
の
お
倉
ケ
浜
総
合
公
園
北
側
か
ら
花

ケ
丘
付
近
ま
で
の
約
四
・
五
♂
に
わ
た
っ
て
突
風
が
吹
き
荒
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
竜
巻
で
十
八
人
が
重
軽
傷
を
負
っ
た
ほ
か
、
窓
ガ
ラ
ス

が
割
れ
た
り
、
屋
根
瓦
が
吹
き
飛
ぶ
な
ど
の
大
き
な
被
害
が
出

ま
し
た
。
．

　
竜
巻
は
、
台
風
1
3
号
の
影
響
に
よ

る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日

向
灘
沿
岸
か
ら
お
倉
ケ
浜
総
合
公
園

北
側
へ
上
陸
。
財
光
寺
往
還
一
同
山

　
　
み
　
ア
ロ
み

下
の
桓
場
を
通
り
、
市
街
地
を
経
て

花
ケ
丘
に
至
る
ま
で
の
約
四
・
五
．
・

の
間
を
、
幅
三
十
ゾ
に
わ
た
っ
て
ほ

ぼ
一
直
線
に
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
竜
巻
が
通
過
し
た
地
域
は
、
ま
る

で
巨
大
な
怪
物
が
爪
で
ひ
っ
か
い
た

か
の
よ
う
に
屋
根
瓦
が
は
ぎ
取
ら

れ
た
り
、
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
り
し

た
ほ
か
、
屋
根
の
一
部
が
吹
き
飛
ん

ぶ
、
車
が
横
だ
お
し
に
な
る
な
ど
、

突
風
の
も
の
す
ご
さ
を
物
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
け
が
入
も
続
出
。
　
一
人
が

重
傷
、
十
七
人
が
軽
傷
を
負
い
ま
し

た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
割
れ
た
窓

ガ
ラ
ス
の
破
片
に
よ
る
も
の
で
す
、

　
九
月
三
日
現
在
で
、
市
の
災
害
対

策
本
部
が
ま
と
め
た
家
屋
の
被
害
状

竜
巻
が
通
過
し
た
コ
ー
ス

況
は
、
全
壊
し
た
住
宅
二
戸
、
半
壊

一
戸
、
一
部
破
損
九
十
戸
で
計
几
十

三
戸
．
木
材
工
場
な
ど
の
非
住
宅
二

十
四
戸
を
含
め
る
と
、
合
計
百
卜
七

戸
に
も
お
よ
ん
で
い
ま
す
、

　
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
」
　
　
い
い
古
さ
れ
た
言
葉
で

す
が
、
ま
さ
に
竜
巻
と
い
う
形
で
擢
襲

来
し
た
の
で
す
．
、

住
宅
建
設
資
金
・
各
種
税
の
減
免

　　

@　

ｻ
れ
ぞ
れ
の
窓
ロ
へ

　
今
回
の
台
風
1
3
号
や
立
屯
巻
で
被
害

　
のを

受
け
た
か
た
が
た
の
た
め
に
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
資
金
の
融
資
や
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
、

住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
改
良
資
金

　
●
個
人
住
宅
建
設
資
金
（
住
宅
が

全
壊
ま
た
は
半
壊
さ
れ
た
か
た
へ
の

融
資
制
度
）

　
▽
融
資
限
度
額
　
五
百
十
万
円

　
▽
金
利
（
年
）
一
十
年
間
五
・
五

％
で
十
一
年
以
降
七
・
一
五
％

　
▽
返
済
期
間
－
1
1
二
十
五
年
以
内

　
※
木
造
住
宅
で
床
面
積
が
八
十
平

方
、
7
か
ら
百
十
平
方
ヅ
の
場
合
で
す
．
、

　
●
住
宅
改
良
資
金
（
住
宅
の
一
部

が
破
損
さ
れ
た
か
た
へ
の
融
資
制
度
）

　
▽
融
資
限
度
額
一
．
三
百
五
十
万
円

（
工
事
費
の
七
割
以
内
）

　
▽
金
利
（
年
）
－
1
六
・
○
％

　
▽
返
済
期
間
一
十
年
以
内

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
の
制
度
も
近
く
の
公
庫
業
務
取

扱
金
融
機
関
か
同
公
庫
能
…
本
支
所

（
a
O
九
六
一
三
二
四
一
二
一
二

一
）
へ
ど
う
ぞ
。

　
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　
災
害
を
受
け
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
免
除
制
度
が
あ

り
ま
す
。
手
続
き
は
印
鑑
持
参
の
う

え
市
保
険
年
金
課
（
含
内
線
五
五
二
）

へ
。

　
税
金
の
軽
減
・
免
除
制
度

　
被
害
額
の
程
度
に
よ
っ
て
、
税
金

の
減
額
や
納
期
限
の
延
長
な
ど
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
国
税
（
所
得
税
な
ど
）
は
延
岡
税

務
署
（
麿
〇
九
八
二
　
一
二
二
　
＝
＝
二

〇
一
）
へ
、
県
税
（
個
人
事
業
税
）

は
日
向
県
税
事
務
所
（
容
ニ
ー
四
一

四
八
）
へ
、
市
税
（
固
定
資
産
税
な

ど
）
は
市
税
務
課
（
δ
内
線
五
一
四
・

五
一
三
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．
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盛
り
上
げ
よ
う
牧
水
生
誕
祭

　
　
　
　
　
　
　
1
0
／
2
4

　
こ
と
し
は
、
郷
土
が
生
ん
だ
歌

人
・
若
山
牧
水
の
生
誕
百
年
目
に
あ

た
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
昨
年
九
月
、
生
誕
百
年

現
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
記
念
行
事
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
十
月
二
十
四
日
、
市
の
中
央

公
民
館
で
メ
イ
ン
行
事
と
も
言
え
る

記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
日
を
中
心
に
百
年
祭
を
盛
り
上
げ

る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
も
行
う
予
定

で
す
。

　
ふ
る
さ
と
を
思
い
、
旅
と
酒
を
こ

・
中
央
公
民
館
で

　
　
　
　
　
記
念
式
典

よ
な
く
愛
し
た
牧
水
は
、
四
十
四
歳

と
い
う
若
さ
で
そ
の
生
涯
を
終
え
ま

し
た
が
、
そ
の
間
詠
ん
だ
歌
は
約
八

千
首
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
偉
大
な
歌
人
を

顕
彰
し
、
そ
の
遺
徳
を
後
世
に
引
き

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
の
力
で
生
誕
百
年
祭
を
成
功

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
記
念
行
事
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
、

　
記
念
歌
柱
除
幕

　
▽
と
き
一
十
月
二
十
日
、
午
前
九

時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
・

亀
偲
＼

式興祝賃行事日程
fO肩25g　∈∋向舜ゴ

22ヨ23ヨ延綱市

　246乗郷町

　
▽
と
こ
ろ
　
権
現
崎
公
園
の
牧
水

歌
碑
付
近

　
記
念
炬
火
リ
レ
ー

　
▽
と
き
一
十
月
二
十
二
日
、
東
郷

町
発
が
正
午
で
日
向
市
入
り
が
午
後

一
時
二
十
分
。
門
川
町
入
り
は
午
後

二
時
二
十
分
の
予
定
。

　
　
　

　
記
念
式
典
・
映
画
の
タ
ベ
・
記
念

講
演

　
▽
と
き
一
十
月
二
十
四
日

　
・
記
念
式
典
…
午
後
七
時
か
ら

　
・
牧
水
を
し
の
ぶ
映
画
の
夕
べ
…

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
．
、
上
映
映
画

は
「
幾
山
河
の
歌
」

　
・
記
念
講
演
…
講
師
は
牧
水
研
究

家
の
大
悟
法
利
雄
氏
で
午
後
八
時

か
ら

　
▽
と
こ
ろ
i
市
・
中
央
公
民
館

、
N

一
記念式典の会場となる中央公民館
1には、広告塔も立てられました。

　
記
念
歌
碑
除
幕
式

　
▽
と
き
一
f
月
二

十
五
日
、
乍
前
八
時

＝一

剣
ｪ
か
ら

　
▽
と
こ
ろ
－
1
・
米
の

山
頂
上

　
く
わ
し
く
は
実
行

委
員
会
（
市
商
工
水

産
課
費
内
線
三
五
四
）

へ
。

　
市
の
行
政
改
革
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
　
　
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も

関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
市
は
、
九
月
三
日
「
行
政
改
革
懇

談
会
（
鈴
木
幸
男
会
長
）
」
を
設
け

ま
し
た
。

　
行
革
は
、
も
は
や
避
け
て
通
れ
な

い
行
政
の
重
点
課
題
。
日
向
市
で
も

自
ら
の
手
で
”
行
政
の
ス
リ
ム
化
”

を
－
　
と
、
こ
と
し
の
七
月
に
「
行

政
改
革
推
進
本
部
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
懇
談
会
は
、
行
政
改
革
を
進
め
る

た
め
の
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
市

民
各
層
の
代
表
者
と
、

学
識
経
験
者
の
み
な
さ

ん
十
五
人
か
ら
意
見
や

提
言
を
聞
く
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
、
つ

ぎ
の
七
項
目
を
柱
に
調

査
や
審
議
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
．
、

　
1
、
事
務
事
業
の
見

　
　
　
直
し

　
2
、
組
…
織
機
構
の
簡

　
　
素
合
理
化

　
3
、
給
与
の
適
正
化

　
4
、
定
員
管
理
の
適

　
　
　
正
化

　
5
、
民
間
委
託
、
オ

　
　
　
フ
ィ
ス
・

行革懇談会を設置

　
　
　
　
　
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

　
　
ン
な
ど
事
務
改
豊
口
の
推
進

6
、
会
館
な
ど
公
共
施
設
の
設
置

　
　
お
よ
び
管
理
運
営
の
合
理
化

7
、
地
方
議
会
の
合
理
化

な
お
、
行
革
推
進
本
部
は
、
一
周

　
9
月
3
日
の
初
会
合
で
あ
い
さ
つ

　
す
る
宮
本
市
長

談
会
の
土
思
見
や
提
言
に
基
づ
い
て
、

十
月
末
を
メ
ド
に
行
革
大
綱
を
ま
と

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
、

　
懇
談
会
の
委
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

7項目を柱に審議
議
所
）
　
鈴
木
正
一
郎

所
）
　
黒
木
辰
義

会
）
　
三
浦
春
隆

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

化
連
盟
）

会
）

　
▽
会
長
一
鈴
木
幸
男

（
所
属
…
日
向
農
協
）

▽
副
会
長
一
黒
木
親
光

（
区
長
公
民
館
長
連
合

会
）
　
▽
委
員
一
赤
木

博
（
日
向
地
区
労
）

高
橋
彰
一
郎
（
日
向
地

区
同
盟
）
　
苛
原
真
也

（
新
産
都
市
懇
話
会
）

近
藤
悟
（
金
曜
会
）

僑
口
満
（
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
）
　
日
高
民
栄

（
婦
人
連
合
会
V
　
平

岡
伊
勢
雄
（
漁
協
）

江
川
恵
之
助
（
商
工
会

　
　
　
　
（
青
年
会
議

　
　
（
社
会
福
祉
協
議

　
　
（
ひ
ま
わ
り
ラ
イ

　
　
　
刈
川
水
保
（
文

治
田
繁
雄
（
保
護
司
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み
な
さ
ん
が
出
し
て
い
る
ご
み
の

量
は
、
ど
れ
く
ら
い
か
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
？

　
五
十
九
年
度
中
、
収
集
車
で
市
の

清
掃
工
場
（
富
高
西
川
内
）
へ
運
ば

れ
た
ご
み
の
う
ち
、
燃
え
る
ご
み
が

年
間
一
万
七
百
九
十
八
ト
ン
。
ま
た
、

燃
え
な
い
ご
み
は
千
五
百
四
十
五
ト

ン
で
合
計
一
万
二
千
三
百
四
十
ミ
ト

ン
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
実
に

そ
生
ご
み
、
空
き
缶
、
何
ん
で
も

　
集
め
る
身
に
も
な
っ
て
よ
…

2
ト
ン
積
み
ト
ラ
、
ッ
ク
六
千
百
七
十

二
台
分
に
あ
た
り
ま
す
．
、

　
物
が
豊
か
に
な
り
、
お
金
さ
え
払

え
ば
囲
ん
で
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
今
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご

み
は
少
し
ず
つ
確
実
に
増
え
続
け
て

い
ま
す
．
、
そ
し
て
そ
の
ご
み
を
ど
う

処
理
し
て
い
く
の
か
日
向
市
を
は
じ

め
、
各
市
町
村
の
大
き
な
課
題
に
な

r．

ﾅ
い
る
の
で
す
、

　
「
ご
み
が
ま
だ
置
い
て
あ
り
ま
す
ゆ
・
す
ぐ
取
り
に
来
て
！
」
「
最

近
、
家
の
前
に
ご
み
を
出
す
か
た
が
い
ま
す
。
ど
う
に
か
な
り
ま

せ
ん
か
」
　
「
ご
み
袋
が
破
け
て
生
ご
み
が
散
点
し
て
い
ま
す
。
臭
、

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
し
ー
ー
い
ず
れ
も
ま
く
市
に
寄
せ
ら
れ
る
苦

情
で
す
。

み
な
鳶
三
島
警
守
っ
て
正
し
“
ご
が
龍
肢
し
喬
黍
が
？

　
今
月
号
で
は
、
　
”
ご
み
の
正
し
い
出
し
方
”
に
つ
い
て
考
え
て

　
み
る
こ
と
に
t
ま
し
た
9
　
　
，
．
、
、
・
ミ
　
　
・
、
劇
穿

「
出
し
て
し
ま
え
ば
…
」

で
は
ダ
メ

　
現
在
、
市
は
、
年
間
の
計
画
表
を

も
と
に
、
ご
み
収
集
車
十
台
を
フ
ル

回
転
さ
せ
て
収
集
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
．
、

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
、
だ
い
ぶ
よ
く

な
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
無
視
し
た
心
な
い
一
部

の
人
た
ち
の
た
め
に
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
そ
ば
の
か
た
が
た
や
収
集

に
あ
た
る
職
員
が
不
愉
快
な
思
い
を

し
て
い
ま
す
．
、

　
例
え
ば
、
指
定
日
以
外
の
日
や
収

集
し
た
あ
と
に
ご
み
を
出
す
．
．
決
め

ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ

な
い
．
．
燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご

み
を
区
別
し
て
出
さ
な
い
　
　
と
い

っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

　
特
に
目
立
つ
の
は
、
指
定
日
の
前

夜
出
し
た
た
め
に
犬
や
猫
が
あ
さ

り
、
生
ご
み
が
あ
た
り
に
散
乱
し
悪

臭
を
放
r
．
て
い
る
こ
と
…
。
こ
れ
で

は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
近
所
の
か

た
や
、
収
集
す
る
職
員
は
た
ま
っ
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
，
　
「
自
分
の

家
に
だ
け
ご
み
が
な
け
れ
ば
良
い
」

「
自
分
の
手
か
ら
離
れ
て
し
ま
え
ば

関
係
な
い
一
と
い
う
自
分
本
意
の
考

え
方
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
、
”
日
向
市
”
を
ク

リ
ー
ン
な
ま
ち
に
す
る
た
め
に
も
、

正
し
い
ご
み
の
出
し
方
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
汚
い
ご
み
も
み
な
さ
ん
一
人
一
人

の
心
が
け
し
だ
い
で
ク
リ
ー
ン
に
見

え
る
の
で
す
。

1
収
集
日
の
朝

8
時
4
0
分
ま
で
に

　
正
し
い
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

は
、
み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り

で
す
が
、
要
は
、
収
集
す
る
側
の
こ

と
を
頭
に
入
れ
て
お
き
さ
え
ず
れ
ば

良
い
の
で
す
．
、

　
．
再
確
認
す
る
意
味
で
、
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
．
．

　
■
危
険
な
も
の
（
ス
プ
レ
ー
・
薬

剤
の
入
っ
て
い
た
ビ
ン
・
塗
料
缶
類
）

な
ど
は
、
穴
を
あ
け
た
り
、
中
を
き

れ
い
に
洗
っ
て
出
す
。

　
■
収
集
し
な
い
日
は
、
年
末
年
始
、

休
祭
日
、
ま
た
は
天
災
（
台
風
な
ど
）

の
と
き
だ
け
で
す
』
こ
の
場
合
は
つ

ぎ
の
収
集
日
に
出
す
．
　
（
年
末
年
始

に
つ
い
て
は
、
広
報
な
ど
で
前
も
っ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　
■
長
め
の
も
の
は
五
〇
”
．
、
以
下
に

し
て
小
さ
く
束
ね
て
出
す
。
と
く
に

ト
タ
ン
な
ど
は
収
集
車
の
電
気
系
統

な
ど
の
故
障
の
原
因
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
，
、

　
■
収
集
日
は
、
道
路
工
事
や
交
通

事
情
な
ど
で
、
決
ま
っ
た
時
間
に
収

集
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
．
．
必
ず
そ

の
日
の
朝
八
時
四
十
分
ま
で
に
は

出
す
一

　
ま
た
、
収
集
日
の
前
夜
に
出
す
と

犬
や
猫
が
あ
さ
り
、
生
ご
み
が
付
近

に
散
乱
す
る
な
ど
不
衛
生
で
す
．
、
必

ず
そ
の
日
の
朝
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み

の
収
集
日
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
（
別

表
参
照
て
、
燃
え
る
ご
み
の
中
に
割

れ
た
コ
ッ
プ
の
か
け
ら
や
空
き
缶
が

入
っ
て
い
る
場
合
が
数
多
く
あ
り
ま

す
．
、
必
ず
区
別
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
台
所
か
ら
出
た
生
ご
み
な
ど
は

十
分
水
切
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。
道

路
に
流
れ
出
た
り
、
収
集
す
る
際
飛

び
散
っ
た
り
し
ま
す
。

必
ず
決
め
ら
れ
た
場
所
へ

、
。
与
・
も
轟

綿

麟：W黛

醸讐
欝翼
》輕軟ミ」

覧螂、譜圏

　
■
出
さ
れ
た
ご
み
の
中
に
は
、
資

源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
　
（
空
き
ビ
ン
・

古
新
聞
・
古
雑
誌
な
ど
）
で
き
る
だ

け
有
効
利
用
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
い
．
、

　
■
一
部
の
市
街
地
を
除
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。
く
れ
ぐ

れ
も
指
定
場
所
以
外
に
は
出
さ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ラと
「
9
．

鴫
燃えるものと燃えないものは区別して．

毎
週

曜
日

5，

毎
月
第

曜
日

市
向
・8

ごみステーションにはこの看板を

よ
う
こ
。

　
ま
た
、
最
近
、
道
路
工
事
な
ど
で

長
期
間
に
わ
た
る
交
通
規
制
が
市
内

の
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
そ
の
地
域
に
つ
い
て
は

収
集
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
の

で
、
収
集
し
や
す
い
と
こ
ろ
へ
出
す

な
ど
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
新
し
く
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
け
る
と
き
、
ま
た
は
こ
れ
ま
で
の

場
所
か
ら
ほ
か
へ
移
動
す
る
と
き
は

市
清
掃
課
ま
で
ご
連
絡
を
。

（
新
し
く
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

け
る
と
き
は
写
真
く
右
V
の
看
板

を
手
渡
し
ま
す
）

　
■
と
く
に
市
街
地
に
多
い
の
で
す

ごみ収集一覧表（使用済み乾電池は燃えないごみの日に出しましょう）

財光寺・細島・塩見・平岩・幸脇・美々津地区・高砂・畑浦・高見僑

通り・中原・広見・千束口・本谷・西川内・向洋台・大谷尻

毎週
月・木

　　　曜日　
薯
1
の

便劃　　　　　　F
　上町・都町・中央・北町1．2・本町・中町・南町・旭通り・東　西草　1
@場・春原・上原町・下原町・江良・永江・公園通り・曽根・堀一方・…昏乱緊犠隠江’大王谷’日向台’花ケ丘禰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

闘翫騰（鵬侃　傭 廃乾電池について
1
燃
［
区
：
i
な
｛
：
い
も
，
1

阪露礁欝謙軌
毎月

謔R水
@　　曜日

塩見・平岩・幸脇地区・蛍手・梶木・亀崎中，

戟E本谷・西川内・中原・広見・高見橋通り

ｼヶ迫・千束口・大王町（10号線沿いのみ）

�X津地区（田の原除く）

使いすての電池は
ｧ明のビニールか、解り

竄ｷい表示をして、他の

s燃物とは別個に出して

ｺさい。

@参　■鳴の　　　　，
@　ピニー乃　　　ノi璽　鵬、

@　　　　デンチ
ｬ鶏　の費承

@8

E鋤、舞
の

毎月
謔S水　　　曜日 高砂・公園通り・堀一方・曽根・日向台

蜑､谷（10三線沿い除く）・田の原・市街地

毎週土曜日 その他の地域

が
、
出
し
た
ご
み
袋
の
付
近
に
物
を

置
く
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
過
っ

て
収
集
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
．
、
　
（
例
・

た
ま
ご
や
弁
当
の
入
っ
た
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
な
ど
）
。

　
■
使
用
済
み
乾
電
池
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
燃

え
な
い
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
出
す
際
は
、
透
明
の
ビ
ニ
ー

ル
に
入
れ
る
か
、
ま
た
は
わ
か
り
や

す
い
表
示
を
し
て
ほ
か
の
不
燃
物
と

は
区
別
す
る
こ
と
．
、

　
■
使
え
な
く
な
っ
た
冷
蔵
庫
、
自

転
車
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
粗
大
ご
み
、

ま
た
、
引
っ
越
し
の
際
多
量
に
出
た

ご
み
は
収
集
車
で
は
扱
え
ま
せ
ん
。

直
接
、
清
掃
工
場
へ
運
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
同
工
場
は
、
普
通
の
日
は
も
ち
ろ

ん
、
祭
日
を
除
く
土
、
日
曜
日
で
も

搬
入
で
き
ま
す
。
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お棚拝見⑥
　　　　　　　お　も　と
　　　　　　〈万年青〉

上町
　だ　て　　　な　おゆき

　伊達　均由暉さん（66）

　
　
が
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
汐
　
　
一
．
籍
・
．

瓢

侮

藤
鳶
　
臨

“
　
　
　
苧

δ
一
皐

＼

尋
」
川
囮
凹
馴
郊

●

　
　
　
昭
和
五
十
年
、
山
の
口
町
の

友
人
か
ら
名
品
を
一
業
い
た
だ
い
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
も
っ
と
も
、
植
物
は
好
き
で
十
四

歳
く
ら
い
か
ら
や
っ
て
ま
し
た
ね
。

松
や
も
み
じ
の
盆
栽
を
は
じ
め
菊
、

さ
つ
き
、
ら
ん
科
植
物
i
な
ど
ひ

と
と
お
り
手
が
け
ま
し
た
。

　
現
在
、
家
の
屋
上
に
あ
る
温
室
に
、

大
・
小
あ
わ
せ
て
五
百
鉢
以
上
は
あ

る
で
し
ょ
う
ね
。
種
類
は
二
百
種
ぐ

ら
い
か
な
。

　
栽
培
は
わ
り
に
簡
単
で
す
が
、
水

切
れ
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
私
の

場
合
、
大
葉
で
三
日
目
］
回
、
小
葉

で
一
日
に
一
回
が
目
安
で
す
。

　
肥
料
は
油
粕
、
骨
粉
、
魚
粉
を
混

◎
畠
－
層
■
一
挙
－
尋
一
「
郊

ぜ
固
め
た
も
の
を
年
二
回
、
春
と
秋

に
。
ま
た
、
梅
雨
明
け
に
は
水
肥
を

与
え
て
い
ま
す
。

　
植
え
替
え
は
、
毎
年
一
回
秋
に
行

っ
て
い
ま
す
。
用
土
は
ボ
ラ
土
。
殺

菌
・
虫
の
た
め
の
薬
剤
散
布
も
毎
月

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
ご
げ

　
一
魅
力
？
そ
う
で
す
ね
。
万
年

青
と
書
く
よ
う
に
、
年
中
通
し
て
美

し
い
葉
が
観
賞
で
き
る
こ
と
と
、
同

じ
種
類
で
も
育
て
て
い
る
う
ち
に
葉

が
変
化
し
て
く
る
こ
と
で
す
。

　
一
日
、
四
、
五
回
は
温
室
に
入
り

ま
す
。
人
間
、
が
む
し
ゃ
ら
に
動
く

こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
が
、
心
の
安

ら
ぎ
を
求
め
る
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
い

め
護
の
あ
泥
か
轡
師
ユ
ー
⑥

ちょっとひと工夫

一豚肉の野菜巻き一

幸　脇

　弓削ヤ工子さん（44）

♂
慧
爆
㍉

壌
撫
羅
繋
饗
ド

〈材料〉〈4人前〉

－
．、

砥
鰍
■

！豚肉の薄切り一一・1509

1・一マ・……一一大3個

ネギ［白根の多いもク）｝1本

豆肉のタ・…一一・・鮪

　レモンまたはサンズ…少々

「
　
馬

奪

臨＼　　　　／．

一／

4
畠
翼
■
冒
響
皐

尋
一
峯

☆ク■哩田自一

一

｛
圓

ぼくのお田さんとって
もやさしいんだ。でも
おこるとこわいけどね

博

　焼肉用のタレを生かして、ちょっと工夫してみ
ました．

　お肉、ピーマン、ネギのわずか3種類の材料で

だれにでも簡単につくれるメニュー．

　わが家では、おじいちゃん、おばあちゃんにと
ても好評です．

　〈作り方〉

①ピーマンは、縦四つ切りにし、ネギも食べやす

い大きさ（2センチぐらい）に切る。

②豚肉の薄切りと①を焼肉のタレの中に30分ぐら

いつけ込む．

③肉を1枚ずつ広げ、その上にピーマンとネギを

適宜、それを芯にして、しつ．かり巻く。

④肉がはずれないようにつま陽枝で止め、鉄板か
金網で焼く。

⑤1皿に盛りつける。レモンかサンズの輪切りを添

える。

　〈ここがポイント〉

　焼肉のタレは、好みに応じて、甘口、中辛、辛

口を使い分けてください。

　また、お子さん向きに、チーズを巻いてもおい

しくいただけます。

　
（
山
下
）

　
橋
□
宗
孝
・
美
子
さ
ん
の

　
長
男
琢
磨
く
ん
（
二
歳
＋
一
カ
月
）

あ
ん
ば
く
1
ん

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
が
っ
く
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
あ
な
た
の
身
近

な
か
た
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

窟一す　　　　　☆■一■国■り

　　お兄ちゃんといつも二襲瀦黙r弟げ一 謬
辱

鳶◎

（
高
砂
町
）

清
水
彰
・
干
津
子
さ
ん
の

長
女
真
由
美
ち
ゃ
ん
三
歳
八
カ
月
）

」群

易
劉｛

みんな
彦
映

　
へ

’
忌
、
2

　　

@　

o
）

ハ
，　 ●

ψ

朝
焼
や
犬
に
引
か
れ
て
走
る
人

　
　
　
篤
秋
吉
郁
（
高
見
橋
通
り
）

　
　
　
ワ
ま
ノ

神
域
の
紐
あ
た
ら
し
き
青
田
風

　
　
　
　
笈
野
　
文
子
（
長
　
　
江
）

つ
ま夫

と
見
る
ク
イ
ズ
番
組
冷
奴

　
　
　
　
那
須
　
弘
枝
（
往
　
　
還
）

や
ハ
　
　
き
ざ
　
　
　
　
　
う
な
ぎ

痩
兆
す
夫
に
鰻
を
買
う
て
来
し

　
　
　
　
中
西
　
敏
子
（
浜
　
　
町
）

ね
ヂ
コ
コ糠

を
煎
る
香
り
流
る
る
竺
出
あ
と

　
　
　
　
守
屋
　
貞
子
（
伊
勢
ケ
浜
）

石

　
　
の∈

ρ

ハ
郷
）

　
　
、

ド
ぴ

辿ll川1’

☆
下
水
道
み
ん
な
の
と
こ
ろ
へ
行
き
わ
た
れ

タ

『☆一一

●

国
際
竹
と
ん
ぼ
協
会

⑮

四
縮

恥

’簸

「
広
報
ひ
ゆ
う
が
し
に
載
っ
た
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

連
絡
先
市
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
奮
②
一
2
雪
雪
4
直
線
2
2
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
休
す
日
を
ぽ
会
2
8

・
5
分
窺
飛
・
記
が
ん
・
な
型
－
作
緯
黒
竹
だ
含

　，発足はいつですか

　57年11月3日です。　“竹とんぼとにぎり飯は

自分の手で．ノ”がモットー。

　》サークルのようす

　現在、会員は13名。毎月1回作品を持ち寄っ

て飛行記録会を行い、会貝間の親睦と技術の向

上をはかっています．

　記録会は、高さ、滞空時間、飛距離を競いま

すが、糊入れ、キャッチボールならぬキャッチ

とんぼ？などもやっています。

　したがって、竹とんぼも目的にあったいろい

ろな形のものを作ります。4枚羽根、ひょっと

こ型、親羽根の上に子羽根を乗せたスペースシ

ャトル型、両翼に鉛を埋め込んだものなど。ま

た作る技術はもちろん、うまく飛ばす技術も求

められます．

　釆年は日向で全国大会を開く予定。
　，pRをどうぞ

　竹とんぼには夢、そしてロマンがあります。

ただいま会員募集中。連絡先は黒木辰義さん
（含2－2864）へ。

☆
下
水
道
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
は
市
下
水
道
課
（
8
内
線
2
8
2
）
へ

一7一広報1♪ゆ5〔が

　
下
水
道
を
守
る
た
め
に

　
多
額
の
費
用
を
か
け
て
下
水
道

を
建
設
し
て
も
、
使
用
す
る
み
な
さ

》13《

と題
　
◎

＊道亀

ん
か
　
正
し

く
　
た
い
せ

つ
に
使
わ
な

け
れ
ば
、
私

た
ち
の
生
活

に
本
当
に
役

立
つ
こ
と
に

は
な
り
ま
せ

ん
。　

下
水
道
法

は
、
「
処
理

区
域
」
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
で

は
、
下
水
道
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
三

年
以
内
に
く
み
取
り
式
便
所
を
水
洗

便
所
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

も
し
一
回
転
家
で
も
く
み
取
り
式
便

所
の
ま
ま
だ
と
、
カ
や
ハ
エ
の
佳
み

か
と
な
っ
た
り
、
悪
臭
で
そ
の
家
だ

け
で
な
く
、
近
所
の
家
に
も
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
簡
易
浄
化
槽
で
し

尿
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
家
庭
に
つ

い
て
も
、
雑
排
水
（
台
所
や
風
呂
な

ど
か
ら
の
排
水
）
を
下
水
道
へ
接
続

す
る
の
と
同
時
に
、
水
洗
便
所
か
ら

の
接
続
も
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
下
水
道
を
使
用

す
る
時
に
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
水
洗
便
所
で
柔
か
い
紙

以
外
の
も
の
を
流
し
た
り
、
台
所
か

ら
ご
飯
つ
ぶ
や
野
菜
く
ず
を
流
し
た

り
す
る
と
下
水
管
が
詰
る
原
因
に
な

り
ま
す
。
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
（
台
所
か

ら
出
る
野
菜
く
ず
な
ど
を
粉
砕
し

て
、
下
水
に
流
す
よ
う
に
す
る
装
置
）

な
ど
を
使
っ
て
も
、
管
は
詰
り
や
す

く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
処
理
場
に

も
大
量
の
泥
が
た
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
家
庭
は
清
潔
に
な
っ
て

も
　
ま
わ
り
の
人
に
は
迷
惑
が
か
か

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
ま
た
、
溝
や
マ
ス
（
管
の
つ
な
ぎ

目
に
取
り
つ
け
ら
れ
た
箱
）
に
、
ご

み
や
砂
を
掃
き
込
ん
だ
り
し
て
も
雨

水
が
流
れ
に
く
く
な
り
、
下
水
道
施

設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
さ
な
く
な

り
ま
す
。

　
市
の
公
共
下
水
道
事
業
計
画
で

は
、
昭
和
六
十
二
年
一
中
に
市
街
地

を
中
心
に
約
回
診
の
区
域
で
使
用
が

開
始
さ
れ
る
見
込
み
で
す
が
、
長
い

期
間
と
多
額
の
費
用
を
か
け
て
建
設

さ
れ
た
下
水
道
施
設
は
、
私
た
ち
市

民
の
財
産
で
す
。

　
し
ろ
い
う
な
き
ま
り
を
守
り
、
下

水
道
を
正
し
く
た
い
せ
つ
に
使
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
町
は
美
し

く
住
み
よ
く
な
り
、
川
や
海
は
き
れ

い
に
な
る
の
で
す
。

　
お
わ
り
に

　
「
私
た
ち
と
下
水
道
」
は
今
回
で

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
長
い

間
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
号
か
ら
は
、
趣
向
を
か

え
た
新
し
い
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
す
る

予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
ー
ー
一
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、
♂

し
轟
？
」

噸
装
…
霧
鰯

，．

C

噸
遭

▲秋の風物詩・十五夜祭り　秋の風物詩、恒例の十五夜祭りは、9月14日から
　16Elまでの3日聞＼盛大「こ催されまゾた。

　　各膏店街が縷り罪す屋台や舞踊隊こ、ミス十五夜もたを添えてにぎやかに
　弔中パノートが行われたほか、街の要チこはおな」みの貝立細工が舗られ．

　見物人の目を奪っていました。

旨娼運礁

隔
靴

e
1

e
’
．

？f

．
》
．

鋤
．℃

ン曙㍗饗棚■『　』慨‘鰯躍園L』■■婿
　　触　▲高らかに牧水賛歌　牧水生誕百年を記念して結成された「日

　　　　　　向牧水合唱団」が、8月25日、而の中央公民館で開かれた
¶．　吻

　　　　　　「市民合唱団の集い」に出演。

　　　　　　　日向高校の藤野弘義先生が、牧水の歌6首に曲をつけた混
　　　　　　声合唱組曲「四季」を高らかに歌い上げました。

　
　
　
▼

一
藍
墨
巳
懸
．
疋
圏

＼

穏
Ω
》
圃

▲村ロ教育長が退任　市の教育行政に尽力されてきた村
　□美好教育長が、8月210日付で辞窪されました。

　　村□さんは、4ア年、教育長に就窪して以来、退職す

　るまでの13年間＼大王谷小、ヨ知欝欝小など5校を調
　校したほか、給食センターの設置にも力を注［．’㌔でこら

　れました。長い間．不：当［ここ者労さまでした。

蓬
鍵

解
鷺

▲ソフトで国際親善　強豪、アメリカ、〔‡〕国を迎え

　て．国際女子ソフトボール大会が9月10日行われ
　ました。

　　会場となったお倉ケ浜総合公園には、この試合
　を観載しょうと約2コ入が訪れました。
　　日本チームは惜しくも敗れましたが、翌11日に

　は歓迎レセプションが開かれ、友好を深めました。

鷹蕪纂臨地
　治助さん（満100歳）。

宮本而長が「！．＼つまでもお元気で」と励ま

しの言葉をかけると、にこやかに何度もう
なずいていました。

へ

1《

佃
／
1
か
ら
か
わ
り
ま
す

市
内
・
市
外
局
番

　
十
月
一
日
の
午
前
十
一
時
か
ら
、

日
向
市
お
よ
び
周
辺
三
町
五
二
（
門

川
町
、
東
郷
町
、
北
郷
村
、
西
郷
村
、

南
郷
村
、
諸
塚
村
、
椎
葉
村
、
児
湯

郡
木
城
町
の
中
之
又
）
の
電
話
の
市

外
局
番
が
4
け
た
に
、
ま
た
市
内
局

番
が
2
け
た
に
そ
れ
ぞ
れ
か
わ
り

ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
B
向
市
お
よ
び
周
辺

三
町
五
村
相
互
間
は
、
市
外
局
番
な

し
で
通
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
　
　
N
T
T
日
向
電
報
電
話
局

現在の市外・市内局番と10月1日からの市外・市内局番

二二瑠入尊市外局番

市町村

　名

加入者番号X×XXは、変りません。

電話のかけ方例）
7
・

局
糊

　
話
無

　
　
二
＝
ロ

懸
隔

　
報
田

　
電
0

ま
　
　
0

せ
向
。

わ
日
6

合
　
5

い
T
2

問
T
8

お
　
　
9

■
N
O

一
州

～わたしたちは

引
㍉
・

　
　
．
7
　
　
　
　
∀

　
4

．
O

蜜やさしさ一を集

赤い羽根共同募金10月1日～12月31日
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鴨

　
（
質
　
問
V

　
同
和
問
題
の
解
決
が
国
民
的
課
題

と
言
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

　
（
回
　
答
〉

　
国
民
の
「
部
に
は
、
　
「
同
和
問
題

は
過
去
の
問
題
で
あ
っ
て
、
近
代
化

が
進
ん
だ
現
在
で
は
も
は
や
存
在
し

な
い
」
と
カ
　
「
そ
れ
は
同
和
地
区

住
民
の
問
題
で
、
自
分
に
直
接
関
係

な
い
」
と
考
え
て
い
る
人
も
い
る
よ

う
で
す
。

　
と
こ
ろ
．
が
、
部
落
差
別
は
観
念
の

亡
霊
で
は
な
く
、
現
実
の
社
会
に
実

在
し
て
お
り
、
基
本
的
人
権
に
か
か

わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
他
人
事
と
し
て
す
ま
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
代
は
、
一
面
で
は
近
代
的
な
市

民
社
会
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
も
の

の
、
他
面
で
は
家
父
長
制
的
な
家
族

関
係
、
家
柄
や
格
式
を
重
ん
じ
る
風

習
な
ど
、
身
分
社
会
的
な
性
格
が
ま

だ
残
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
精
神
・
文
化
の
面
で
も
昔

な
が
ら
の
迷
信
、
不
合
理
な
偏
見
、

前
近
代
的
な
意
識
な
ど
が
根
強
く
残

っ
て
お
り
、
特
異
の
精
神
風
土
と
民

族
的
性
格
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
の
特
質
が
、
同

和
問
題
を
残
在
さ
せ
、
結
婚
や
就
職

に
際
し
て
の
差
別
が
跡
を
絶
た
な
い

現
実
を
生
み
出
し
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
同
和
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
残

っ
て
い
る
の
は
、
我
が
国
の
杜
会
・

経
済
・
文
化
体
制
そ
の
も
の
に
問
題

が
あ
る
か
ら
だ
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
い

う
視
点
か
ら
今
日
の
杜
会
を
見
る

と
、
女
性
や
障
害
者
に
対
す
る
差
別
、

人
種
・
民
族
の
違
い
に
よ
る
差
別
、

思
想
・
信
条
・
学
歴
に
よ
る
差
別
な

ど
、
日
常
生
活
の
中
で
無
意
識
の
う

ち
に
見
逃
し
て
し
ま
っ
て
い
る
基
本

的
人
権
侵
害
の
事
例
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
、
最
も
重
大
で
深
刻

な
人
権
侵
害
が
同
和
問
題
で
あ
り
、

一
人
「
人
の
人
権
感
覚
の
希
薄
さ

が
、
そ
の
存
続
を
許
し
て
き
た
と
も

言
え
ま
す
。

　
同
和
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
、

同
和
地
区
の
人
々
の
基
本
的
人
権
を

保
障
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
手
だ
て
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
と
と
も
に
、
同
和
問
題
を
す
べ
て

の
国
民
が
自
ら
の
生
活
と
の
関
係
と

い
う
視
点
か
ら
見
つ
め
、
今
日
の
社

会
に
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い
る
不
合

理
や
偏
見
に
気
づ
き
、
お
互
い
の
基

本
的
人
権
を
た
い
せ
つ
に
し
て
人
間

ら
し
く
生
き
る
自
分
自
身
の
課
題
と

し
て
と
ら
え
直
す
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

　
我
が
国
に
お
い
て
は
、
憲
法
で
も

基
本
的
人
権
の
尊
重
を
う
た
い
、
そ

の
保
持
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
不
断

の
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
規
定

し
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
人
権
に
か

か
わ
る
同
和
問
題
を
未
解
決
の
ま
ま

残
し
て
お
く
こ
と
は
、
こ
の
憲
法
の

精
神
に
も
反
す
る
も
の
で
す
。

　
県
民
意
識
調
査
で
は
、
同
和
問
題

は
「
人
間
の
自
由
や
平
等
に
か
か
わ

る
問
題
で
あ
る
の
で
、
国
民
全
体
で

考
え
る
べ
き
だ
」
．
一
と
い
う
人
が

最
も
多
く
、
四
〇
・
六
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
　
「
で
き
る
だ
け

避
け
た
い
」
　
「
自
分
と
は
関
係

な
い
」
　
「
そ
っ
と
し
て
お
く
の

が
よ
い
」
　
「
関
心
が
な
い
」
「
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
人
は
五
五
・

三
％
で
、
同
和
問
題
の
解
決
を

国
民
的
課
題
と
し
て
取
り
組
む

た
め
に
は
、
県
民
の
よ
り
一
層

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
同
和
問
題
は
、
長
年
に
わ
た

る
我
が
国
の
歴
史
的
発
展
の
過

程
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
解
決
の

た
め
に
は
相
当
な
努
力
が
必
要

で
す
。

　
現
在
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ

る
同
和
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
真
の
解
決
を
め
ざ
す
た
め
に
は

広
く
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
何

よ
り
も
た
い
せ
つ
な
の
で
す
。

県
民
意
識
調
査

爾
舞
桐
瑠
題
・
っ
、
・
、
〕

コ

舞亘苓　8

繍曇響

ド”レ

@
爵

　
　
　
墾

　
　
残
！

門避挽驚

自分＝．；饗係な

　　　　｛、
　　　ずそ

加・，．．1「き

’
、
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舐の擁臆館縛

紬織

続刊叡ボ

・
甫
ほ
、
藁
政
に
対
す
る
諏
な
さ

品
題
綴
艶
糧
嚇
製

轟
無
芸
嚇
四
目
い
琵
琶
謹
ひ

麟
懸
濫
㎏
隔
∵
段
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　

　
　
ミ
　

ド
　
　
　

土
5
1
2
1
9
2
6
・
一

丁
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1
1
1
8
2
5
・

木
3
1
0
1
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3
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園国■■■■■■■■■■■■■■■■■■噸難燃蜥の骸驕番号はa2111番です

零
懇

，
籍

酌
越
渉

軽自動牽

廃車手続きは早めに
　　　　　印鑑とナンバープレートが必要です

　市は、つぎのような軽自動車をお持

ちのかたへ、早めに“廃車“の手続き

をするよう呼びかけています。

　①長期間、使わないまま放置してあ

るもの。

　②解体したりして、すてに滅失して

いるもの。

　③盗まれたりして滅失しているもの。

　なお、手続きの要領はつきのとおり

てす。

　〈原動機付自転車（125cc以下）お／

＼よび小型特殊自動車の手続き方法〉

　届出人の印鑑と車の標識番号を持参

してくたさい。　（紛失した場合は、紛

失届けと弁償金200円か必要てす）

　〈軽乗用・貨物・自動2輪の手続き

方法〉

　陸運局（県軽自動車協会・容0985－

27－1471）または市内の代行店て手続

きしてくたさい。

　くわしくは市税務課（容内線515）

まてとうそ。

　気軽におこしください
　　　　　　　一市消費生活展

　“暮らしを見なおそう日向市消費生

盾展”　　60年度市消費生活展は、10

月12日と13日の2日間、市の中央公民

館て開かれます。

「訪問販売を考える」　「洗剤の知識」

「健康増進」なと10コーナーを設け、

廃物利用作品の展示や各種相談なとか

行われます。

　私たちの暮らしをもう一度考え直す

絶好の機会てす。気軽じおこしくた
さい。

　くわしくは実行委員会（市・市民相

談室内容内線582）へ。

福祉・特別児童扶養手当

福祉手当と特別児童扶養手当制度を

こ存してすか。

福祉手当

対 象■心身に重度の障害かあるた

　　め、日常生活におのて常時

　　介護を必要とする障害者本

　　人（所得制限かあります）・

　　　たたし、障害を支給事由

　　とする公的年金なとを受給

　　しているかたや、身障者穿

　　護施設なとの施設にいるか

　　たは受給てきません。

支給額■月額1万1，250円

　特別児童扶養手当

対　　象■20歳未満て、心身に重度ま

　　　　　たは中程度の障害かある児

　　　　童を監護する父もしくは
　　　　母、または父母にかわって
　　　　　その児童を養育しているか

　　　　　た（所得制限かあります）

支給額園重度の障害児1人につき月

　　　　額3万9，800円。中程度の障

　　　　害児1人につき月額2万6，

　　　　500円。

　受給申し込み・問い合わせば、いす

れの手当も市福祉事務所（容内線568）

へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　o

　　苦情に応じます
　　　　10！18・秋の行政相談

　10月13日から19日まては「秋の行政

相談週間」てす。

　市は同門間中の18日、岩脇支所て午

前10時から行政相談に応します。

　市か行っている仕事につ・・ての苦情

や音見なとをお持ちのかたは、気軽に

おこしください。

　相談には、市の行政相談委員2人か

応し、適切にアトハイスしてくれます。

もちろん秘密は守ります。

　　医療費を助成
　　　　　一重度心身障害者

　市は、重度の心身障害者に医療費を
助成しています。　（所得制限かありま

す）

　　　　　・精神障害者て障害年金1

　　　　級に該当するかた。

受給要件圏市内に住所かあり、かっ生

　　　　　活保護やそのほかの制度て

　　　　　医療費の全額支給を受けて

　　　　　いないこと。

申し込み・問い合わせ■市福祉事務所
（含内線568）

　②外地の集結地て、総領事館なとに

預けた証券なとのうち、日本に送り返

されたもの。

　返還の申し出は、本人に限らす家族

のかたても結構てす。心あたりのかた

は、細島税関支署（含2－2718）または

門司税関監視部（盈093－321－3031）

へ。

対 象■・身障者手帳1区画たは2

　　級を持っているかた

　　・重度の精神薄弱者「療育

　　手帳Aを持っているかた）

　　・身障者乎帳3級を持ち、

　　かつ療育手帳Blを持って

　　いるかた．

被爆者の実態調査

　厚生省は、原爆被屡者の実態調査を

10月3日に行います。

　これは、被爆者のかたかたの生活、

健康なとを総合的に把握するととも

に、原曝による死没者の状況を明らか

にするための調査て、貴重な資料とな

ります。8月1日現在で被爆者健康手

帳を持っているすべてのかたに、10月

2日まてに県保健予防課から調査票か

郵送されますのてご協力をお願いし
ます。

　また、厚生省はこの調査とあわせて

官公署、企業、各団体なとをはじめ、

一般のかたかたが持っている原爆によ

る死没者に関する資料（例えば、原爆

被災職員名簿なと）を集めていますの

て、こちらもこ協力くたさい。

　調査や資料に関する問い合わせば、

県保健予防課（倉0985一短一1111内線

2188）へとうそ。

　　通貨・証券お返しします

　　　　　　　　一税　関
　税関は、お預りしているつきの通貨

証券なとをお返ししています。

　ユ）終戦後、外地から引き揚げてこら

れたかたか、上陸の税関・海運局に預

けた通貨・証券なと。

　　推薦してください

　　　　　　一優良従業員

　市と日向商工会議所は、市内商r業

の優良従業員の推薦を受け付けます。

　期間は10月1日から20日まてて、推

薦用紙は商工会議所または市商L水産

課にあります。

　くわしくは、同会議所（含2－5131）

または市商工水産課（含内線352）へ。

心身障害児の就学相談

　県は、心身障害児の巡回就学相談を

つきのとおり行います。

　かけかえのない子ともを健やかに育

てるためには、小さいときから、その

子ともに応じた育て方や冶療、教育を

行うことかたいせってす。

　お子さんの心身の発育に疑問や不安

を感し、育児や教育について、1凶み

をお持ちのお父さん、お母さん、この

機会をぜひご利用くたさい。専門の先

生かたか相談に回します。

日　時■10月7日、午前9時から

～

F

場　所■市勤労青少年小　ム（巾役所

　　　　南側）

対　象■就学前（3歳から6歳ま⇔

　　　　の幼児をお持ちの保護者

申L込み・豪い合わせ■市学校教育課
（費内線416）

　　10／11に振込みます

　　　　　　　　一児童手当

　児童手当を受けているかたへ振り込

みのおしらせてす

　10月支給（昭和60年6月分から9月

分）は、10月11日にみなさんの預金口

座に振り込みます．

　くわしくは、rb福佃事扮所児童母ヂ

係（8内線563）へ。

「一一 @一一　　一　　　　一一　一　　　　　1
1

溌摩の薬“には手を出すな，

　　1疲労回復に効く∫強精剤一こいっ
1のは真赤なウノ。麻薬・見せい剤は、

　あなたの人生を台無しにします。

益轍囎智「

教養講座の受講生

市勤労青少年ホームは、教養講座の

、し円都QO

広報1♪ゆうが＿m＿

受講子を募集しています、

　講座は、生け花、中国語、料理、茶

道、社交タンスなと9部門て、期間は

10月から61年3月まててす。

開講式■10月4日（金ノ午後7時か

　　　　　ら同量一ム2階て。

受講料□無料（たたし、材料代は負

　　　　題していたたきます）

対　　象■市内に居住、または通勤丁

　　　　　る25歳以下の勤労青少年て

　　　　男女を問いません。

締の切り圏10月2日まて

申し込み・問い合わせ■市勤労青少年

ホーム（8内線811）

手づくり工芸品

　市産業まつり実行委員会は、10月12

日と13日の二日間、市の中央公民館て

「第4回日向市産業まつり」を開きま

すか、その中て行う“手づくり工芸品

コンクール”の作品を募集しています。

　出品要領はつきのとおり。

資　　格■市内に住んでいるかたなら

　　　　　となたても出品できます。

　　　　年齢・性別を問いません。

作　　品■おもに県内産の材料を使っ

　　　　　て製作されたもの（例・木

　　　　工芸、竹工芸、和紙工芸）

出　　品■一人3占：以内て出品料は無

　　　　料てす。
締め切り■10月10日まて

提出先・問い合わせ■産業まつり実行

委員会（市商工水産課内麿内線352）

または自向工芸品組合事務局（2－6673）
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人口と世帯（60．9．

世帯数　　19，279世帯

人　　口　　59，558人

　男28，285人

　女31，273人

1現在）

　　18増

　70人増

　28人増

　42人増

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報1♪ゆδが一12一

回匪誰國■■■■■■■■嘩薯：’

9・10月の納税

9月水利地益税1期

10月市県民税3期
　　国民健康保険税　3期

　　県高校総合文化祭

　　　　　　10月16日～27日

　第7回宮崎県高等学校総合文化祭

が、牧水生誕百年を記念して、日向市

で行われます。

　これは、県内の高校生が日ごろの芸

術文化活動の成果を発表することで、

学校教育活動を奨励し、芸術文化の向

上をはかろうと開かれるもので、主催

は県教育委員会と県高校文化連盟。

　みなさんの多数のおこしをお待ちし

ています。

期間■10月16日から27日まで

会場■市中央公民館と市体育セン

　　　　ター

内　容■上記期間中、それぞれの会場

　　　　で、吹奏楽、合唱、演劇など

　　　　が行われるほか、写真、美術、

　　　　書道なども展示されます。

開会式■10月16日の午後1時から市の

　　　　中央公民館で開きます。

　　　　また、同日午前10時から、市

　　　　役所前広場で牧水の短歌朗詠

　　　　や十五夜回り、ひょっとこ踊

　　　　り、臼太鼓踊りなどが被露さ

　　　　れます。

くわしくは、市社会教育課（a内線4

23）または高商工水当課（費内線354）

へどうぞ。

と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

乳幼児の健康診査

　1歳二
日　時■10月14日　13：00～14：00

対　象■昭和59年9月生まれ

　1歳6か月児
日　時■10月17日　13：∞～14：00

対象■昭和59年3月生まれ

　3歳三
日　時■10月4日　13：00～14：00

　対　象■昭和57年9月生まれ

　※場所はいずれも市民健康管理セン

ター（a内線595）です。母子健康手

帳も忘れずにノ

10月の休日在宅医

6日■吉田医院（内・小・放射線科）

　　’4－4401　渡辺病院（産婦・内

　　科）’7－1011　樋口病院（内・

1鯛1旧爾a旧・

▲　麺 重；Jl

　　　外科）’門川3－1036

10日■千代田病院（外・整外・胃腸・

　　　皮膚科）♂2－7111柳田医院（産

　　　婦人科）’2－2950大平医院（内

　　　示斗）　♂’2－3337

13口■二木医院（産婦・外・胃腸・放

　　　射線科）♂b4－4468　田中医院（内

　　　小児科）♂2－2515協和病院（精

　　　神科）’4－2806

20日■鮫島医院（整形外科）’2－8191

　　　　吉森医院（内・胃腸科）’2－

　　　4046　永田医院（産婦人科）’

　　　2－3388

27日■長田医院（耳鼻・咽喉科）’2－

　　　0266　大久保医院（外・胃腸科）

　　　’2－5338白石病院（内・放・

　　　小児科）’門川3－1365

　※当番医が変更する場合もありま
す。テレフォンサービス…（盈3－1214）

で確認を！
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■愛のご寄付（敬称略）

岩）

子（新町）

　交通遺児等育英協議会へ

　〉藤間宝洋（向江町）

　社会福祉協議会へ

　［〉河野敏幸（落鹿）　〉三樹次男（曽

根）　〉前田ミツエ（日向台）　〉河

野エイ（松原）　〉黒木萬（切島2）

　［〉佐藤昇（山下）　［〉石黒邦夫（平

　　　［〉坂本将之（中央）　〉東トシ

エ夫と努力で環境改善

⑳
毎多亀

ζ）’一

　　、

詩

戒

心とからだの健康増進

全国労働衛生週間

10月1日～7日
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